
たわわに実った米束を田小屋に集めいよいよ脱穀である。今のようにハーベスタやコンバイン等
が、この世に出てくる事すら予想も出来ない時代だった。
我が家の脱穀機は足踏み式でスカイブルーの表示板にところどころ錆が目立つ旧式だった。子供

の足でしっかり踏まないと踏み板が地面を叩き、不用意に膝を入れるとブリキ板と踏み板の間に膝
がはまり、太ももを切った記憶とその時の傷がまだ残っている。
作業は、親父や兄と二人並んでできた。しかし遠心力でドラムが回るから、米の束をしっかり持

たないと、ワラもろとも引きずり込まれる程のパワーがあった。
田小屋には７～８坪の作業するスペースがあり、その季節に合わせて農作物を干したり、選別し

たり、また子供達の格好の遊び場でもあった。
脱穀が終わると「トーミイ」（唐篩い）でモミとの選別作業があった。「手ミイ」と「トーミ

イ」を上手に使い分けて、ばあさんやおふくろが丁寧に
仕分けしていく。風にモミガラと藁クズが舞う様を身体
中が「ハジカユウ」してたまらんけど、田小屋の屋根に
兄と登って米あやしの達成感に浸った。
祖父母、親子８名で1年間食べるだけの米を手間暇か

けて収穫する喜びは、子供心にこうまでして焼きついて
いたのかを思い出すと熱いものがこみ上げてきた。
「米」は八十八の手間暇をかけないと食できないと言

われる。

☆巻頭コラム 諸塚の四季 「米あやし（脱穀）」
～私が小学生、昭和30年代後半の話 その⑫～
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☆諸塚を食べる
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諸塚山山開きも34回を迎える事となりました。初心者にもやさしい登山道
(往復1時間半）が整備されており、諸塚山の春の空気を感じながらの登山、
地元住民との交流が楽しめます。
本年のイベントも盛大に開催したいと存じますので、皆さまのご来場を心
よりお待ちしております。

日時：平成31年3月3日（日） 小雨決行/荒天中止
場所：世界農業遺産の村 諸塚山 飯干緑地広場及びその周辺
・ 9時00分～ 受付開始 ・ 9時45分～ 開会式典
・10時15分～ ウッドカット
・12時00分頃より交流会 ～伝統芸能披露 五ヶ瀬太鼓～

☆特産品販売 ☆甘酒ふるまい ☆諸塚村材木製ペナント（先着順）
☆前夜祭交流会あり（完全予約制）
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～私が小学生の頃、昭和30年代後半の話 その⑫～

この通信誌はWEBサイト「もろつかナビ」http :// morotsuka - tourism.jp から見ることが出来ます。郵送で
の送付が必要ない方は、事務局までお知らせください。
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塚原にあった頃の中学校
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西川村長の歓迎挨拶

タイの皆さんからの記念品

エコツアー「諸塚でやま学校しよう！」～食コース～

「猟師と山歩き・みつろうクリームづくり体験」

日程：平成31年2月16日（土）～17日（日）1泊2日
定員：8名（先着順・最少催行人数４名）＊添乗員同行あり
会場：諸塚村内/森の民宿 樹の里
代金：一般 ￥17,000/ 名（税込）（1泊2食・体験料含む）

小学生以下 ￥8,500/ 名（税込）

申込：2月9日（土）〆切先着順

タイから諸塚村へ 総勢140名が訪問
2018年10月～11月にかけて、東南アジアのタイ王国より4グループ合計140名超の方が諸
塚村を訪問しました。世界農業遺産にも認定されている山村の農林業を視察することが目的
でした。

・10月3日～5日 2泊3日
（財）オイスカ タイ国北部環境保全プロジェクト18名

タイ北部のチェンライ県の山間部の３つの村の村長さん
や地域の産業リーダー、行政官が参加。このプロジェクト
はアジア・太平洋地域での農村開発や環境保全活動を行う
国際ＮＧＯ「オイスカ」の取り組みで、植林活動とともに
森の環境を活かす生計向上等の取り組みを展開しているそ
うです。諸塚村立岩にお住まいで「オイスカ」のプロジェ
クトに長年携わってこられた見原隆明さんの仲介もあり、
今回の諸塚村視察が実現しました。諸塚村内では、耳川広
域森林組合の諸塚木材加工センターや林業やしいたけ栽培
などの施業現場を見学し森の資源を活かしながら暮らすこ
の地域の生活にふれていただきました。また、夕食懇談会
では諸塚村の国際交流協会のメンバーを交え住民同士での
交流も進みました。タイの皆さんの多くはタイ語、こちら
は日本語（諸塚弁）が主ですが、数名のメンバーによる通
訳を介して、身振り手振りやカタコト英語も織り交ぜなが
らのコミュニケーション。時間が進むにつれて盛り上がり
を見せ、歌やダンスも飛び出す大賑わいでした。心の通う
交流時間を過ごすことが出来ました。

世界農業遺産の認定をきっかけとして、森林林業や環境共生といったテーマでの視察先と
して諸塚村を選んで国内外から訪れていただく機会が、これまで以上に多くなっています。



尾形
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池の窪グリーンパーク内のログハウス3棟（メジロ・やすらぎ・カシオペア）は、只今改修工事中
です。工期は、2月末までを予定しております。その他４棟のログハウスは通常通りご予約可能です。
改修後のログハウスもお楽しみに！
冬季中も焚火で温まりながらテント泊を楽しまれるお客様や、薪ストーブを囲んでログハウスで
のんびりと過ごされるお客様もいらっしゃいます。施設で販売の薪は、ひとつひとつ丁寧に乾燥さ
せてつくっており、お客様にも大好評です。
ゆっくりと焚火や星空を眺めたり、大自然の中で冬ならではの時間を楽しまれてみませんか。
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川内公民館、奥畑地区で「お日待ち」と云う祭事が行われています。
遡ること、大正9年に奥畑地区で火災が起き、山下家を残して他は焼
けてしまい2度と火災を起こさないように、願掛けして旧暦10月19日
から翌日にかけて行われます。その夜は、屋内には蝋燭の火を絶やさ
ず又軒先には、榊の木を四方に立てて台を置きその上でも明かりを絶
やすこと無く朝日が上がるまで、寝ずの番をします。（男達は御神酒
が入るので交代で）
現在奥畑は5戸の集落ですが、皆さん仲良くまとまりの良い集落で、

その上働き者です。畑作も、他ではあまり作らなくなったアワ、キビ
など、お婆ちゃん達が元気に作っています。村内でも高い所に
（約800ﾒｰﾄﾙ）位置し見晴らしは良く、夏は涼しい良い所です。
お日待ち平成31年度は100回になるそうです。素晴らしい奥畑が何時までも栄えますように。

外山

しいたけの館21内の「元気・四季を食べるどんこ亭」
では、1月の週末限定でカレーフェアを実施しています。
池の窪グリーンパーク内にある、「お休み処えくぼ亭」
の人気メニューのカレーを使用し、どんこ亭オリジナル
の料理がバイキングに並びます。1月27日（日）が最終
日になっておりますので、是非この機会にお立ち寄りく
ださい。
また館内では、諸塚村の加工グループ「やかた婦人」

のしいたけクッキーも販売中です。カフェスペースでは
コーヒーや紅茶も販売しておりますので、日当たりの
よいカフェスペースで景色を眺めながらごゆっくりお
過ごしください。
また、2月中旬以降には無線ＬＡＮも導入予定ですの

で、パソコン作業や休憩などお気軽にご利用ください。

明日を導く灯り

カシオペア改修中 薪 薪ストーブ



今回は諸塚村役場近くで新名旅館を営業されている、新名文子さん
をご紹介します。昭和15年5月、塚原公民館原内で6人兄弟の長女とし
て誕生されました。石工職人であった父の弟子や村外からの教職員が
下宿するなど、10人以上の大家族で賑やかな環境で育ったそうです。
中学校を卒業すると、病弱だった母を思い村内に留まることを決心

されました。当時、公民館で農繁期に託児所が開かれていて、そこの
お手伝いを数ヶ月していると、村立の保育園で働くことになったそう
です。諸塚村の人口が7,000～8,000人だった昭和30年代後半、保育園
の100人を越える園児と共に、充実した年月を過ごされました。また、
仕事をしながら勉学に励み、保育士の資格を取得され、未来に夢が膨らんだそうです。
そして、昭和38年に新名旅館の2代目となる孝雄さんと結婚、旅館業を手伝うことになりました。多

忙な日々を義母や先輩方から学びながら、人と接する仕事が楽しいと感じられたそうです。宿泊客は工
事関係や県職員の出張などが大半で、夕方5時なると下駄のカラコロという音が聞こえ、映画館やス
ナックに向かう姿が見られていたのが懐かしいと話されます。
今年79歳を迎えられる文子さんは、「人のおかげで生きている！」諸塚の魅力は「心が寛げること」

80歳までは旅館を続けたいと言われています。その元気の源の一つは焼酎。小学校3年生の頃に、こっ
そりと知った時に美味しいと感じられたそうで、昔は5合は飲んだけど、今は2合をストレートで楽しま
れるようです。

諸塚村には江戸期から清酒や焼酎の酒造業があり、明治期には酒
蔵1戸、焼酎蔵23戸があったという記録があります。現在は、家代と
七ツ山に2ヶ所が残っています。
家代の川﨑醸造場は、明治28年に川崎近治さんが創業されました。
米焼酎「園の露」は、手造り麹、甕仕込み、極小木樽蒸留で造られ
た、ふくよかな甘みがあると人気です。以前は、祭りや宴会など村
内消費量100％村外不出の焼酎と言われていましたが、現在は、食通
の方々やツアー参加者などによって「園の露」のファンが広がって
います。

平成31年1月7日 川﨑醸造場4代目川﨑一志さんが急逝されました。
謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

〈発行元〉一般社団法人 諸塚村観光協会 まちむら応縁倶楽部

〒883 -1301 宮崎県東臼杵郡諸塚村大字家代3068 しいたけの館21内

TEL:0982 -65-0178 FAX:0982 -65 -0189

http://morotsuka - tourism.jp Mail:ecom@vill.morotsuka.miyazaki.jp

Twitter 公式アカウント@MorotsuKanko Facebook公式ページ 諸塚村観光協会
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～編集後記～

堀川

★60年前の村報の出生届欄に夫の名前を見つけた。当時の総人口は8,048 人。現在の4倍以上の村民が暮らしていた、諸塚の
賑やかな様子を知る方に話を聞くのが楽しみだ。 ～堀川 尚子～

★先日、自宅へ帰る途中に事務所近くの道端でノウサギを見かけました。この地で暮らして10年ですが、こんな所で出
会うのは初めて。満月の夜、お月見帰りだったのかな…。 ～田邉 薫～

★今年は暖冬で助かります。1月も早、後半に。光陰矢のごとしを最近とみに感しています。本年が皆様にとってより良き年
になりますよう御祈念申し上げます ～尾形 浩一～

★早いもので、1月も終わりに近い、3月まではあっと言う間に過ぎる。平成も残り僅か、昭和、平成と経験した65年、残り
の人生如何に生きよう。 ～黒木 重人～

★諸塚での、初めての冬を経験中です。今年は暖冬ということですが、芯から冷える寒さにおどろいています。春にかけて
どんな景色が見られるのかワクワクしています♩ ～外山 絵理～

20度 25度 30度
5合瓶のほかに1升瓶もある
～「園の露」のご購入は
川﨑酒店℡ 0982‐65‐0056～


